
統合新領域学府ユーザー感性学専攻の概要 

 

１．背景 

 ２１世紀は「技術」に加え、「人間」そのものの理解を深め、人間に密着した価値の

形成と満足が求められる時代である。九州大学は、人間理解を深め、技術を磨いてい

く基盤として「感性」をとりあげ、科学技術はもとより、人文科学・社会科学に亘る

広範な知の再編成に全学的に取り組んでいる。 

 九州大学は平成１６年度文部科学省科学技術振興調整費戦略的研究拠点育成プログ

ラムにより、ユーザーを基盤とした技術と感性の融合をめざすユーザーサイエンス機

構を設立した。ユーザーサイエンス機構は、知の活用主体であるユーザーの視点に立

ち、技術と感性を融合してユーザーのよりより生を実現することを理念として研究を

行ってきた。感性を基盤とした人間理解の上に知の再生と価値創造をめざすユーザー

サイエンス機構のとりくみを教育活動にも発展させ、大学と社会、学問と実践の間に

生き生きした関係を創り出していくことが求められている。 

 九州大学は平成２３年に、九州帝国大学創設から百周年を迎える。九州大学は、百

年の伝統を基盤とし、｢知の新世紀を拓く｣を目標に事業を展開している。旧九州大学

と九州芸術工学大学の統合による特長を活かし教育研究拠点を構築する、統合新領域

学府ユーザー感性学専攻の設置は、知のフロンティアとして進化する新生九州大学の

代表的構想である。 

 

（１）「もの」から「こと」、「こころ」への価値転換 

２０世紀は工業化の時代であった。知は科学技術の発展と産業経済の成長をもたら

すことが期待され、現実に社会や生活に様々な利便性や効率性をもたらしてきた。技

術発展の背景には「もの」を中心とした豊かさの実現を社会の第 1 優先課題とする時

代の価値観があった。 

しかし、ポスト工業化社会の今日では「もの」に対する欲求は相対化し、かわって

「こと」の魅力や「こころ」に関わる満足に社会の関心は転換しつつある。人びとは

美意識など感性を重視した消費行動やライフスタイルを選択するようになった。従来

の高性能・高品質・低価格を実現する技術から、技術やデザインのしっかりした裏打

ちを持ちつつ、ユーザーや生活者の感性に働きかけ、感動や共感を呼び起こしていく

ことが強く求められるようになった。価値や創造力を原動力とする社会への転換が始

まっている。 

 

（２）知識を知恵に変換する感性的な人間力への期待 

日本の少子高齢化、格差拡大等を背景として、家庭、地域社会、教育現場、企業、

行政等の広汎な場面で、いじめ、自殺・犯罪の多発、引きこもり、「うつ」等の「ここ

ろ」やコミュニケーションに関する問題が急激に増えている。これらは、人が従来の

画一的な規範や標準的な知識に縛られ、多様性を活かし、創造性を展開していく知恵

を欠いていることに大きな原因がある。 

情報や知識、狭い専門性ではなく、知識を統合し生きる知恵や喜びに変換していく
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感性の力が必要になっている。コミュニケーション力・共感力、構想力・俯瞰力、協

働力等を持つ感性豊かな人材育成は、世代や年代、業種や組織の違いを超えた社会喫

緊の課題である。 

 

（３）産業の新たな価値軸「感性価値」の浮上 

経済のグローバル化とともに産業の地図は激変し、日本は現在、中国、インドをは

じめとする経済新興国の厳しい追い上げと競争に直面している。高性能・高品質・低

価格を強みとして日本製品が競争優位を持っていた市場がそうした国々に奪われつつ

ある。また、製品のライフサイクルが短縮化し、新興国の技術開発能力が向上するな

かで、わが国が技術優位を保てる期間がますます短縮される等、日本製品の競争力は

不安定性を増している。  

産業界全体の課題として、これまでの大量生産・大量消費の志向、技術開発一辺倒の

ビジネスモデルの修正が求められている。すなわち、ものの機能・信頼性・価格とい

う、供給サイドの客観的要素を超え、人の心地、感覚、感動といった感性の要素を基

にした感性価値の創造が、ビジネスと産業に求められている。 

 

（４）「日本の感性」の持つ普遍的価値の追求 

日本の感性は、わが国にとって知の地下水脈、発想の源泉として大いなる可能性を

持っている。禅や石庭等の伝統文化、寿司や発酵食品等の食文化、漫画やアニメ等の

ポップカルチャー等の日本文化の持つ魅力や可能性について、海外からの関心と注目

が集まっている。日本の感性を、普遍性を持った価値やソフトパワーとして活用する

ことは、これからの日本がグローバル社会において存在感と影響力を維持し行使して

いく上で、欠かせなくなっている。 

日本人がカンやコツを含め、様々な領域での仕事やものづくりにこめてきた独自の

感性は、これまで人から人へ暗黙知的に伝えられてきた。しかし、急速な人口減社会

を迎え、団塊の世代の大量退職がはじまった現在、日本独自の感性の世代間継承が困

難になっている。 地域の伝統産業をはじめ様々な分野において、「日本の感性」を客

観的に分析し実体化して、普遍性を持つ知として記録、継続、発展させていく取り組

みが喫緊の課題となっている。 

 

（５）「アジアの感性」が息づく九州 

日本の感性は「アジアの感性」と共通し連続する水脈を持っているが、アジアの感

性が代において最も濃厚に息づいている地域は九州である。禅の精神文化、お茶・菓

子・麺等の文化、陶芸、織物等の工芸は、まず九州にもたらされ、日本各地に広がっ

ていった。中国・韓国・台湾等との交流は、東京圏では情報にとどまるのに対し、九

州では日常の生活次元で行われ、「皮膚感覚としてのアジア」が息づいている。 

２１世紀はグローバル化の一方で、近接する国、地域の多様性のマネジメントも強

く求められる。アジアの異文化を広く受け入れ新しい価値を創造していく土壌を有す

る九州地域に立地する九州大学は、感性交流の舞台の独自性を活かす地の利を有して

いる。  
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２．内容 

 ユーザー感性学専攻は、修士課程定員３０人を募集する。また、学年進行に伴い平

成２３年度にユーザー感性学専攻に博士後期課程を設置する予定である。 

 ２１世紀の社会をリードしていく人材は、人間そのものの理解を深め、人間に密着

した価値形成と、個人と社会の満足創造を推進していくことのできる人材である。具

体的には、感性を科学する、感性を育てコミュニケーションをはかる、感性による経

済価値をマネジメントするための３つのコースを設け、人材を育成する。本専攻には

「感性科学」「感性コミュニケーション」「感性価値クリエーション」の３つの教育課

程（コース）を設ける。コースごとの入学想定人材は以下のとおりである。 

 

（１）感性科学コース 

感性に関する客観的測定・分析・評価を行い、感性の研究に従事したいという人材。

あるいは感性を技術や製品開発に生かすことに興味を持つ人材。 

 

（２）感性コミュニケーションコース 

多様なユーザーを支援し、感性を育む快適で安心できる居場所とコミュニティ、製

品・サービスや知財を創造する事に関心のある、好奇心旺盛で問題意識と社会的使命

感の高い人材。 

 

（３）感性価値クリエーションコース 

これまでの技術起点で製品に基づく商品・サービス開発のありようを、人の感性を

基にした心の充足・感動・共感という価値創造へと転換し、産業や地域社会、生活を

革新していこうという問題意識と使命感の高い人材。 

これらの入学者の能力、動機を活かす研究指導を行う。科目群（カリキュラム）は、

コース相互の有機的な関連を持ち、学生は教官の指導を受けつつ、各自の問題意識と

学習計画に応じて組み合わせることを可能とする。従来の学問の横断・統合と感性科

学、感性コミュニケーション、感性価値クリエーションの実践的な能力形成を図るこ

とをカリキュラム編成の基本的考え方とする。 

専攻共通科目としてプロジェクトチーム演習（PTL）及びインターンシップを設定す

る。プロジェクトチーム演習（PTL）は、実社会の問題の解決にチームで取り組み、知

識を知恵に変換し、生の喜びと社会の満足を協力して創造していくことのできる人材

の育成を図るものである。インターンシップは企業等で現場の体験を積み実践知を得

るものである。 

 

３．効果 

九州大学は、感性の教育研究により、深い人間理解とユーザーの視点に立った価値

創造を先導できる人材を育成する。すなわち、養成する人材像は、感性の教育研究を

通じ知識を知恵に変換し生の喜びと社会の満足を創造していくことのできるプロデュ

ーサー型人材である。 

 広範な分野の大学卒業生、大学院の修了者および在籍者、企業、行政、ＮＰＯの実
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務に携わっている社会人等、多様な専門と背景を持った人材を受け入れ、それぞれの

専門と感性を統合して活躍できる人材を社会各層に送り出していく。 

本専攻を修了した人材は、以下のような分野で活躍することが期待される。 

（１）感性に配慮した経営を行う民間企業の企画部門、営業部門の社員 

（２）感性をもとに新たな商品開発を行おうとする民間企業の企画部門、研究部門の

社員 

（３）教育、医療、福祉現場等で、感性に配慮した対人サービスを行うチャイルドラ

イフ・スペシャリスト、教師、医師、看護師、ケアマネージャー等 

（４）広範な行政分野において、感性に配慮したサービスを行う行政機関及び NPO の

職員 

（５）感性やこころに関係する新しい研究分野の開拓をめざす各種研究機関の研究者 

（６）感性学を把握、理解し、国際的視野にたって提言を行う評論家、コンサルタン

ト、ライター 
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